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秩父の道陸神焼き  






野町倉尾地区へと続く。   
大波見は，江戸時代から第二次世界大戦後まで  






第1囲 大波見耕地の概略図  
注）家屋の番号は第1表に対応する。  
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第1表 大波見の家および屋号  鹿谷・中島・久形・女部田・大波見・小川戸・塚  
越・明ヶ平・小川・女形である。本稿の調査対象  
である「道陸神焼き」は，古くから集落を東流す  



































番 号   姓   備  考   
小松  
2  斎藤  
3  宮前  
4  黒沢  
組   5  岡本  
6  山口  
7   福田   隣  
8   斎藤   下手  
9  水野  畑中  
10  金山  
楓  斎藤  棚   
12  岡本  
13  黒沢  機屋の分家  
14  高橋  
15  黒沢  機屋  
16   原   諸日影  
組  17   佐伯   経師屋  
18   原   湯場   
19  斎藤  
四  20  田村   堂坂の上  
21   田村   生坂の下  
22  田村  新井  
組  23  田村  
24  斎藤  
飛松  （転出）   
25   斎藤   大波見上  
五  26   斎藤   大波見下  
27   小林   せど  
28   斎藤   上手束  
組  29  斎藤  東  
30  荒川  


















































確でない。 「道陸神様の何があって，その近くで  
昔から道陸神焼きを続けてきたのだから，関係が  




祭 神  猿田彦命  
氏 子  原姓の3戸  
祭 日  3月28日  












第2衆 人波姐におけるムラ全体の日持ち  
！川‡  特徴など  
1／14  
摘むすび約  焼き」の‖に行われるよう  
30人分  になった。それ以前は，4  
月10r■1に行われた。春祭り  
といわれている〔、   




八十八夜   
油むすび  事は→疇年交替し，各組から1  
八ずつ因り詣で出る。当番  
別もあり，こ当番は2軒・一組  
で回っていく〕   
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第3表 大波見における同族神等の日待ち  
日時  名称  食 物   同族および特徴など   
1／24  天神様  稲荷寿司  新井地区の田村家4軒で祭  
る日待ち。人人の日持ちで  
ある。子供達は別に行った．）   
1／26  三嶋様  稲荷寿司  二組の氏■f・が多い【）畑中3  
軒と，黒沢家の‖待ちし，   
3／15  地神様  醤油むすび  五観の斎藤家を【トL、に5軒  
で行うF－1待ち「一打何があり，  
天神棟と愛宕様を合祀す  






4／27   
元祖の人波見ヒと人波兄’卜  
といわれる家の11待ち－イ】■  
洞があるい   









春秋の   





食   
10月～  
4月  （自飯）にお  ていた√」庚申様は手が6本  
ひらつき，  あるといい，忙しい特は手  
人参，ごほ  を惰りるという。．9再で行  
うなど七色  
を添える副  
食   
昭和初  甲子講  ごもくむす  かつては，13戸で行ってい   
年消滅  び   た（ぅ家の繁盛を願う廿持ち  
きんぴら  という。このH持ちには，  
ムジンという賭け事の遊び  
を行った。  







































































を厚くしたり，薄くしたりして調整する。   
戦前は，櫓作りをなるべく早く終了させた。櫓  
第4表 櫓作りに必要な道具  
名称  数 巌   寸法・形状など   
兵竹  
養親  
麦賽   
杭  4本  長さは1本1．3mほど   
その他  各2ほど  掛け矢，鋸，鈍」唐鍬，梯子など   


































































ー154－   
